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特派員の目 エルサレム

　

な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
オ
リ
ー
ブ

畑
が
広
が
り
、
地
元
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の

人
が
飼
育
す
る
鶏
の
声
が
鳴
り
響
く
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
ヘ
ブ
ロ
ン
南
郊
の
村
、
ス
シ
ヤ
。
一
見
の
ど
か
な
風
景

だ
が
、
村
の
出
入
り
口
の
一
部
に
は
無
造
作
に
大
き
な
岩
が

置
か
れ
、
人
々
の
移
動
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
高
台
に
は
、

国
際
法
違
反
と
さ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
が
村
を
見
下
ろ
す

よ
う
な
形
で
点
在
し
て
い
た
。

　
「
岩
は
『
安
全
対
策
』
を
名
目
に
入
植
者
が
勝
手
に
設
置

し
た
も
の
だ
。我
々
は
そ
の
先
に
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

入
植
者
の
暴
力
は
過
激
に
な
っ
て
い
る
」。
こ
の
村
で
約
40

年
暮
ら
し
て
い
る
男
性
、
ア
ッ
ザ
ム
・
ナ
ワ
ジ
ャ
さ
ん

（
62
）
が
嘆
い
た
。

　

ナ
ワ
ジ
ャ
さ
ん
に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
10
月
の
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ガ
ザ
地
区
の
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
戦
闘
開
始
以

降
、
過
激
な
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
者
が
、
毎
日
の
よ
う
に
村
を
襲

撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
24
年
7
月
に
は
、
ナ
イ
フ
を
持
っ

た
入
植
者
の
10
代
の
男
た
ち
が
「
こ
こ
は
我
々
の
土
地
だ
」

と
叫
び
な
が
ら
、
村
に
押
し
入
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
警
察
に

相
談
し
た
が
、入
植
者
は
逮
捕
さ
れ
な
か
っ
た
。
8
月
下
旬
、

同
じ
入
植
者
た
ち
が
再
び
村
を
襲
い
、
木
の
棒
な
ど
で
地
元

住
民
ら
を
殴
っ
た
。
ナ
ワ
ジ
ャ
さ
ん
も
腕
を
負
傷
し
、
今
も

腕
に
は
痛
々
し
い
青
黒
い
ア
ザ
が
残
っ
て
い
た
。

　

国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
O
C
H
A
）
に
よ
る
と
、

死
傷
者
な
ど
を
伴
う
入
植
者
の
暴
力
は
23
年
9
月
が
72
件

だ
っ
た
が
、
翌
10
月
は
2
3
3
件
に
急
増
し
た
。
10
月
に
始

ま
っ
た
戦
闘
以
降
は
1
4
2
3
件
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
地

元
住
民
に
よ
る
と
、
入
植
者
の
暴
力
で
、
ヘ
ブ
ロ
ン
南
郊
で

は
五
つ
の
村
で
約
5
0
0
人
が
家
を
追
わ
れ
た
。

　

ス
シ
ヤ
の
治
安
権
限
は
イ
ス
ラ
エ
ル
側
に
あ
る
。「
自
治

区
」
と
い
っ
て
も
名
ば
か
り
だ
。
警
察
は
入
植
者
の
取
り
締

ま
り
に
消
極
的
な
一
方
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
入
植
者
に
抵

抗
す
る
と
「
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
暴
力
」
と
し
て
捜
査
を
す
る
。

そ
の
状
況
を
見
透
か
し
、
入
植
者
は
暴
力
を
続
け
て
い
る
。

ナ
ワ
ジ
ャ
さ
ん
は
「
警
察
は
頼
り
に
な
ら
ず
、
抵
抗
す
れ
ば

『
テ
ロ
リ
ス
ト
』呼
ば
わ
り
さ
れ
る
。ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、

分
か
ら
な
い
」
と
途
方
に
暮
れ
た
。

　

入
植
者
の
暴
力
に
対
し
て
欧
米
の
批
判
も
強
く
、
日
本
政

府
も
7
月
、
一
部
の
入
植
者
に
対
し
て
資
産
凍
結
な
ど
の
制

裁
を
科
し
た
。
し
か
し
、国
際
社
会
か
ら
の
批
判
を
よ
そ
に
、

入
植
者
に
よ
る
暴
力
は
日
々
、
続
い
て
い
る
。

松岡　大地

過
激
化
す
る
入
植
者
の
暴
力


